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f生活の社会化」方法論ノート

古村えり子

l 問題の所在

今日、 f生活の社会11jとよばれる現象をめぐって多くの議論がなされている。今日の生活問題、

生活における現代的貧閤化をどう解決するヵ、というきわめて実践的な問題意識がその根底にある乙

とはいうまでもなL、。だが、その接近の仕方には様々な角度と方法、分野がある。私の問題意識の中

心を成すものはーロに言って人聞の発達と労働・生活のあり様との関係を解明することだが、 「生活

の社会化J研究はその重要な往を成すと考えている。そこで、 ζζでは「生活の社会化j論研究の動

向をふまえながら、今後の研究方法について探っていきたい。

2 詣典における f生活の社会化』の示唆

マルクスは『資本論Jにおいて、婦人の労働者化が家庭生活の破擦をひきお ζすが、同時に家庭の

機能の代容化がお ζ り、その ζとがまた、労働者家族の貨幣支出の増大をもたらすζ とを指織した。

さらに、婦人の労働者化は「家族や関投調係のより高い形態のための新しい経済的基礎をつくり出す。J

としているol)また、『ドイツ・イデオロギー』では、 「共同の家事経営の創設jが「ガス・電気な

どの新しい生産力jや「都市と農村の対立jの止揚を必要とすることについて示唆してし喝。2)エン

ゲルスは『イギリスにおける労働者階級の状態Jのなかで、都市における労働者の集積が共同消費手

段を必要とさせるが、資本主義下にあっては、それがきわめて貧掴な状態におかれ、労働者の生活が

3) 
破壊されることに言及した。 一方、 F家族・国家・私有財産の起源Jにおいて、公的産業へ金女性

が復帰するためには、 「社会の経済単位である、という償別家族の性格を除去する必要がある。Jと
......， . 4) 

して、生活の「社会主義的社会1tJを不唆した。 乙れらの視点ぞうけてベーベjレは『婦人論Jにお

いて、社会主義による家事労働の社会化が婦人を解放し、私的労役にすぎなかった家事労働を公的な

5) 
仕事に変える、とした。 実際iζ社会主義?土会を建設したレーニンは、資本主義のもとでも「食堂j

や保育所ができるが、それは労働者からの価値収奪を目的とするものであり、内容も貧困であること

そ指摘している。加えて家事労働の性格にふれ、 f 人を愚鈍にし、打ちひしぐような仕事Jrそれに
は婦人の進歩をたすけるようなものはなにひとつふくまれていない。Jと規定している06)

このよう !C，マルクス主義の古典においてすでに基本的な視点が確認されるo まず第1IC，生産労

働のあり方が生活をもf鶴男IJ家族内にとどめておかなくする、ということである。 ζζでは婦人の賃労

働者イじ、労働者の都市への集積が挙げられている。第2IC，新しい生産力を物質的基礎とし、新しい

関係「都市と農村の対立の11::揚Jを前提とした共同の家事経営についての示唆。現在は f新しい生産
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カjが生活過程にまで及んでいるが、 i都市と農村の対立jはJJ:.揚されていない局面にあるだけに、

乙の示唆は興味深い。第 31[" 資本主義のもとで進行する「生活の社会1LJは価値収奪と貧国化を伴

うという乙と。第削ζ、婦人の解放と家事労働の私的、個別的性格の止揚との関連について。そのと

とは社会主義社会で乙そ達成されうるものだということ。

ζのように、すでに周知の文献からでも資本主義下における「生活の社会化Jの性格をみていくよ

での基本的視点が得られる。

3 変革主体形成論

経済学者の簡では、労働の社会化論を、貧菌化を媒介tζ変革主体形成論として論じるという方向性

が1つの流れとなってきている。その主な論者はE富沢賢治、件刑政文、大木一割、高木管夫、相沢与

ーの各氏など数多くにわたる。 r生活の社会化jについては富沢、相沢潤氏がとくに国家独占資本主
義の生活支配との関連で論じている。その場合でも生産の社会化径基本にすえるということで、松沢

が8つの視点を呈示している。 7)すなわち、現代菌家独占資本主義下における生活の「社会化jは、

労働者階級の家族の生活を労働の社会化に包摂して資本主難句に歪められた形でなされるとして、そ

の第 lの契機を、労働者の都市への集積・集中、核家族への分解、第 2の契機を交通出輸送および通

信口情報手段の高度発援によって媒介される労働と金括の蛍~的な社会的結合の飛綴的発展、第 3 の

契機を金融資本と国家による通貨・資金管理の社会化による金融的支配の発援に包摂されることによ

って労働者家族・住民の家計が結合支配されるζととしたo C.れらの指摘は f生活の桂針凶を労働の社

会化に位量づけて論じているという点で画期的なものである。しかし、そ乙にはいくつかの未整理な

点も残されているといえよう。すなわち、第 1の契機は、生産の社会化にともなう労働者の存在形態

の変化であり、そ ζでは従来、家庭内で行なわれていた家事・育児労働の社会化と労働者の存在形態

の変化からくる新らたな共同消費の発生がまず区別されなければならないし、とくに前者は社会的分

業の発展と関連づけてみていかなければならない。第 Bの劉幾については、交通諸関係の発展につい

て論じているが、その ζとが労働と生活の、とくにどの局面をどのように結合させるのかが明確でな

い。第 3の契機で論じられているのはいわゆる労働力再生産費の社会化である。この乙とは、国独資

による生活支配と価値収奪であるだけでなく、社会的共同業務として行なわれる ζとによる社会的消

貸元本の節約という側面と、第1の点と関連して、家庭内労働の公共的社会1t..新らたな共用消費の

発生が、価値的にみれば家計に反映されるという側面がある ζとを見逃しではならないのである。

次に、生活の社会化、変化が人間の主体形成と、どう関連するかを論じているのは池上淳である。

地上は労働者や住民の労働と生活を、その発達という視点からみていζうとしている。 ζのことはい

くつかの論文で論じているが、例えば『地方財政論 J8)では「住民の消費能力、特に家族の発達につ

いても資本主義は、個人の消費能力の限界を、住民の貧国イヒを媒介としてうちゃぶっていく。 Jと述
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ベて地域と家族の共同体を再建し、解体された共間業務を新しい形で再建するカを新らたな消費能力

の形成である、とした。また、蒸留是は f現代の生活問題J9)を f過渡的性格Jとして択ぇ、国独資

のもとでも貧菌化の進行と同時に生産力水準の向上が生活過程に及び「労働力再生産の内容が多様な

パターンを姿求するようになった。 Jと述べ、問題は、半封建的な生活単金をこわし、新しい生活、

地域のあり方を展望する条件、その主体がどう形成されるかにある、とした。

以上論じて来た主な論点の第1は、生産の社会化、労働の社会ftlζ位震づけて f生活併土会ftJをみて

いくという ζ とである o その場合、社会的生産力の発展を碁本にすえながら、労f動的にみる場合と価

値的にみる場合iζ医別して考える ζとが主主要である。第 2Iζ、現在の国家独占資本主義の支配体制と

の関連を抜きに考えることはできない、という点、第 31乙、生活内容そのものが質的変化を遂げつつ

あり、その乙とが新らた広人間の発達条件を作り出しているという点である。だが、これは第2の点

と関わらせて、生活内容の向上が現代資本主義のもとでは歪められ、抑えられており、その ζ とが人

間の発達をさまたげていることを念頭において考察しなければならないことは言うまでもない。

3 経済学からのアプローチ

とく iζ、経済学の分野では賃金論から、労働力再生産費の社会化に注目している研究者が多い。社

会保障や社会福祉、共同消費手段を f間接賃金Jとして択える仏・共麓党の政策は王室論的にも大きな
10 ) 

関心を呼びお ζ した。 ノ 日本では高木管夫、成瀬健夫、荒又重雄などの各氏が、賃金と閤独資の生

活支配という側面から、この問題を論じている。だが、具体的な労働者の家計そのものに立ち入って

笑誌を通して研究をしているのは江口英一氏である。江口氏は富家の生活支配にとどまらず、大企業

製品の家計に占める割合が増えている ζとを実誌し、資本による生活支配が一層進行していることを

11) 
明らかにした。 ノ

農業経済の分野では食糧経済の立場から、外食産業、加工食品についての笑託研究が進められてい

る。美土路達雄氏は米閣の外食産業についての研究を深め、すでに戦前において、鍛併消費者の飲食

料支出の 65 0};が加工食品であり、 19 6 3年には外食・施設関係市場でさえも 200};をおめでいる

ことを実証した。12) 宮村光重氏は、日本の場合、現在では半加工食品も含めると 700};以上が加工

13 ) 
食品となっている ζとを示した。 ノ

荒又震雄氏は『賃労働論の展開J114)のなかで、家事労働の社会化についてふれ、 「家事・育児労

働jを「労働Jとみなして、 「家庭内労働jと定義した。 ζの「家庭内労働Jの社会化は三つの径路

すなわち、資本の手による商品、サービス、労働者家族の協業によるもの、自治体や国家などによる

公的なものを通してなされる、とした。 ζの整理はすぐれたものであるが、三つの径路の相互関連と

基本的な契機を解明するには至っていない。

以上述べてきたようIC.，経済学者による「生活j研究は資本の運動を基軸にしたものが多く、支配
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体制や価値的視点からのものが多いといえよう。物材的視点のものには言うまでもなく、宮本憲一氏

の『社会資本論J15)が古典的な存在となっているが笑証の萄ではそれほど研究が進められていると

はいえなL、。

4 家政学の領域における『生活の社会化 J

生活を「労働力商品の再生産の場Jと規定することによって、家政学と経済学を結びつけたのは、

大河内一男、築山京、共著F家庭経済学J16)であった。 ζこでは家庭生活の社会化を f家庭生活が

営んできた再生産の一部を社会へ移転Jするものとして規定した。さらに『新版家庭経済学J17)で

は、社会化を、①生活療境サーピス ③物品供給サービス @経済保障サービスに分類した。しかし

そζでは生産の社会化や資本の運動との関係について、具体的な形では言及されず、現象的な整王患に

終っている。

， 7 0年代後半、 f生活の社会ftJ論がさかんになってから、家政学の分野で ζれにとりくむ研究

者が再び登場してくる。まず、家計費研究の分野で挙げられるのは、岩田正奨氏、宮崎礼子氏であろ

う。岩田氏は、生活過濃の社会化を反映する f社会的費用J(学校教育費、公共料金など〉が年々増

大し、 19 7 5年では都市において実支出の30%を占める ζとを明らかにした。さらに、こうした

強制的な支出の増大が家計支出の中に直接国家の政策が介入する余地を増大させている、とした。18)

宮崎氏は農家の家計を分析し、 r都市近効農家Jの社会的費用がその他の経済地帯に比較して高く、
φ19 ) 

「出舌の社会イじjが進んて丸、るζとを明らかにし~ 再氏は、従来の、家庭内のζとだけに対象を限

定した家政学のあり方を批判し、生活過程が資本制的生産と結びつきを深くし、家庭管理の新らたな

領域として「外掘り領域}が生まれる、とした。20)

21) 
その他、家政学者によるいくつかの整理があるが、 社会化現象の指摘と分類にとどまる宇克匂が

あると思われる。

新しい傾向として、家政学者の関で、婦人解放の条件として家事労働の社会化をとらえ、主体形成

の条件としての社会化要求を考えてい ζうという流れが出現してきた。伊藤セツ氏は、 「労働者階級の

家事・脊児要求J22) において社会化要求が婦人労働者にとって切実であり、また、働く条件の確保

の面でも欠かせない乙とを示した。高橋春子編『女性の自立と家政学J23)では家政学プロパーの研

究者を中心に、従来の家政学の問いなおしが、女子教育史、思想、史を含めて展開されるとともに、社

会化を展望した家政学をめざしながら、現在の生活実態と政策を批判している。さらiζ、家政学者の

ワクをこえてとりくまれた柴田悦子編『現代生活と婦人Jl24)では、住賠・調理・保育・消費者運動

などと、婦人の地位向上との関連をあつかっている。向警のなかの f家事労働の現代的特質J(横田綾

子氏〉では婦人の主体形成lζ関して重要な指摘がなされているので、少し長くなるが、引用する。 隙

代の『社会化』 は、生産力の発展水準にみあった家事の合理イ七、軽減化を妨筈し、婦人の家事労働か
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らの解放をはばむ要罰をふくみだがらすすめられているといえよう。 Jrしたがって、『社会化』が
進展すればするほど、一方では家事労働の私的、 f鶴男IJ的性格をとりはらう必要と条件が増大するが、

他方では、紛人を従来とは異なる内容の無償の家事労働を行う存在として、より強く家庭にしばりつ

け、家事労働の私的個別的性格を強化しようとする方向も強まる。 Jc.乙には、生産力の発展と家事

労働の社会化、資本主義下での限界という基本的な視点が確認怠れる。具体的な内容分析の点、でも、

「商品1tJぞ通した現代的貧困化の指摘にとどまらず、 「公共化Jとf商品化Jの相互関連を分析し

ている。すなわち、 f公共化Jを「商品1tJIζ逆もどりさせたり、 「公共化Jのおくれを「商品イtJ

が補う実態を部分的にではあるが明らかにしている。拙稿「農民の労働・生活の社会化と学習談窓J

25 )では農村において、 「公共化jのおくれが f弱品化jゃ、農家の自家労働で補われている ζとを

指摘したが、都市では政策としても「公共化Jの逆もどりが行なわれようとしていることに住閲する

必要がある。その見地からは、日本家政学会・家庭経営部会編rr日本製福祉社会jと家庭腔営学J
(新評論、 1 ¥) 8 1年〉が、 「公共jの責務を家庭と倒人lζ資任転嫁する f家庭基盤の充実j政策を

批判jしている。 ζこではまた、芸誌の意味での「家庭の自主性と:達子むが主重要とされるが、 ζのことが

婦人の主体形成と密接なつながりをもつことはいうまでもないであろう。

最初に確認したように、 f生活の桂会ftJをみていく上では、生産の社会化、労働の社会化を基礎とし

ながら、その相互関連でみていかなければならない。家政学者の場合、従来から生活の範囲内に研究

対象を限定してしまう傾向があり、そのことが研究の限界を形成していたともいえる。だが、大森和

子、阿部和子、伊藤セツの各氏らを中心として干IJ行された『家事労働J(光生館〉では、その限界を

うち破ろうとする努力がみられるのである。 rわれわれは、家事労働論は、家事労働を、まず、労働
一般のなかに、さらに労働jの発展の康史的形態のなかに明確に位置っーけたよで議論されなければなら

ないと考えている。 Jrζれは(家事労働は入家事・育児のための包的をもった人間労働力の支出
であり、自然と人鵠の物質千鵠1のー壌であり、労働のー形態である ζとはl、うまでもない。 ζれは、

生産と消費が康史的に分離する過程にそって、しだいに生態と毘分されて労働力再生産のための労働

となり、消費そのものの条件をととのえる消費労働となった。 Jとしている。 ζの視点にもとずいて

なされた「家事労働の変動に関する研究J(第 8章H;t，近代以降における家事労働の特徴を、産業

の発展をふまえて実証するという、きわめて意欲的な研究となっている。だが、主主主主力の発展と家事

労働の内容の具体的な相互関連まではふみζんでおらず、逆lζ、家事労働の内容にふみ ζんだ他の主義

では生産力の発展に直接はふれない形になっている。むしろ、今後の研究の進展が期待される方向性

がうち打された ζ とζそ高く評価できるといえる。また、第 6主義の「農村生活と家事労働Jでは、家

事労働を分析する枠ぐみとして、労働過程分析を重要視している。すなわち乙乙では、労働対象・労

働手段・労働力の三要素のそれぞれの変化と関連を明らかにしようとする。その繭期を家事労働手段

〈家事労働に使用する耐久消費材)の発展で区分した。なかでも「火もし道具jの発展が炊事時間の
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大巾短縮と熟練からの解放につながった乙との、農家の事例研究を通した実証は法自 に値する。 s. 

ギーデイオンF機械化の文化史J26)でも家事の機械化のなかで炉の機械化が重姿である ζとを指織

している。今後の家事労働研究を進める上で、 ζの視点は大いに役立つと思われる。

5 r生活の社会化 j研究をどう進めるか
以上みてきた f生活の社会化j研究は主に労働者家族のそれを対象としたものである。だが、生活

の社会化を歴史的に択えてみるならば、社会的分業の発展そのものと小蕗品生産者、特に農民の労働

者への没落と農民自身の変化と、それにともなう家族形態の変化を位置づけなければならない。その

場合、 f生活の社会化jといっても、生産・労働の社会化を土台として、家事・育児労働の社会イとを

研究の基軸にすることが必要である。すなわち、第 11ζ、産業革命期における繊維産業の発展に典型

的にみられるような、家族内で行なわれていた生産が社会的な規模で行なわれるようになる過程を具

体的にみていく必婆があろう。それと同様K.，従来家庭内で行なわれていた家事・育児・サービスな

どが産業として行なわれる気管、を明らかにする乙とが重要である。第 Bに、個別家庭においても社会

的にも生産労働と家事・育児労働との関連をみなければならない。農民においても労働者においても

この視点は重要である。それは家拳労働の担い手、すなわち労働力を問題にするというだけでなく、

労働内容(どのような内容で労働力再生産を実現するか、という g的は、家族負の生産労働のあり方に

競走される部分が大きい。)にかかわるからである。第 31C，家事労働の内容を分析する場合、社会

的生産力の発展が家事労働内容をどう変化8せているのか、という視点から、家事労働手段と家事労

働対象の変化・発展・多様化をふまえる必要望がある。第制ζ、家事労働の家庭外への代替化、共同消

費の形態を考慮するととが重要である。その場合、前述の三つの筏路が個別家庭にどのようにはいり

込んで、いるか、その三つの径路の相互関連などが課題となる。

ζれらの関係は相互i.!ζ入りくんだ形で進行する。戦後の過程をみただけでも、 s 0年代のはじめま

で、家庭内で行なわれていた家事労働は耐久消費材の導入という形で転滅がはかられていた。その後

から今日に.?Eるまで、でき合い、使い捨て商品が増え、さらに今日のサービス産業の急成長がある。

家事労働における f生産力発良jと家事労働対象一商品の多様化に規定されて、家拳労働内容も変わ

ってくる。従ってその変化じたいもおさえなければならない027)家計調査年報L総理府)によれば、

衣類などの既製品が普及するに従ってミシンや編機の普及は逆ににぷり、 ζれらの機械は高級化、趣

味化してきている。加えてそれらの過程のなかで家挙労働の担い手も変化する条件が出てくるといえ

るであろう。

また、公共的社会化の衝では現代の国家独占資本主義の政策を絞きにはできない。社会的生産力の

発展とそれをふまえた勤労者の社会化要求を対置する ζ とが重姿である。

生産力と労働の随をふまえながら、さらに生産関係的側関をみるときに、国独重量の生活支配をみる
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必要があるだろう。それは倒値的な筒、すなわち家計の菌でみることにより、一層明らかにできる。

主体形成と生活内容の発展をみるときIC，家事労働からの解放の商だけでなく、労働の罰と価値の

箇をふまえ自らの生活を自主的・創造的，c発展させるための f家庭管理主体J28) さら，C，生活の側

から自らの生疲労働のあり方を問いなおし、生産労働と生活(家事労働だけでなく〉の調和をはかり

両方を発展させる主体の形成が問題となるだろう。 ζれをかりに「生活主体jと呼ぶならば、生活手

段の多様化と現代資本主義のもとにおける食由化と題一化の同時進行のもとで、発達をi盟答する要因

をとりのぞく主体へと発展するものとして位霞つeけられる。

以上、概括的に「生活の社会1tJ論について見てきた。古典や経済学などの分野では、機会があっ

て闘を通したものにしかふれていないので、今後は統計を使って実証を深めながら蒋度理論的整理を

すすめたい。 ζれは、その準備作業である。

注記

1) マルクス『資本論J第 13章第9節(大月番底)

2) マルクス『ドイツ・イデオロギ-J P. 5 7 (真下信一訳 大月番1苫)

3) エンゲJレス『イギリスにおける労働者階級の状態J(大月警j苫)

4)エンゲノレス『家族・国家・私有財震の起源Jp.9 5 (大月

5)ベーベjレ『婦人論J(下)(大月番f吉)

o)レーニン「偉大な創意J(rレーニン全集』第 29巻 p.4 3 4 大月番f吉版)
7)相沢与一下現代の貧閤化と労働運動Ij(r現代と思想、J2 7、28巻 青木参庖 1979年)
8)池上淳『地方財政論J(向文館 197 9年)

9)真国是「現代の生活問題ーその過渡的性格-J (r菌民生活研究』第 20巻 第 1号
1 9 8 0年 6月)

10)仏・共産党中央委員会経済部・『エコノミー・エ.ポ 1)テークJ誌共編『閤家独占資本主義』

L大島雄一訳新日本出版)

なお、 ζれらの論争については、遠藤晃「労働力再生産過程における共同消費の社会的性格

についてJ(r地域と自治体』第 8集、自治体問題研究会編〉に詳しい。
11)江口英一『現代の低所得層J(中)(未来社 1 9 8 1年)

12)美土路達雄「加工資本の展開と農産物市場Jrアメリカ農産物市場とその帝国主義的編成j
(j¥¥村琢・湯沢誠・美土路逮雄 編F農産物市場論大系l、農産物市場の形成と展開Jr農産
物市場論大系 B、農産物市場の再編過程J農文協 1 9 7 7年)

13 )宮村光重畑氏食糧と農業の役割J(揮峻衆二・中野一新総『講座 今日の資本主義・日本

農業と農業・農民』大月害応 1 9 8 2年)
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14)御茶の水書房 p.20 8 

15)有斐閣 1 967年

16)光生館 1 9 6 0年

17)光生館 197 0年

18) r消費過程の「社会化』と家計支出精造J(r大阪市立大生活科学部紀要』第 25巻
1 9 7 7年)

19) r地域社会の家計講迭と農業生産者家計J( r評論』日本経済評論社 1 ¥1 7 ¥1年 l月号)
20)宮崎礼子・伊藤セツ 編F家庭管思論J(有斐閣新番 1 ¥1 7 8年〉

21)局城舜子「生活過稜の『社会化』と共冊消費諸形態の展開についてJ(r国民生活研究』
第 19巻第 2号 1 9 7 9年9月)に詳しい。

22)祭)11俊雄・島津千利也・犬丸義一 編(r講箆 現代の婦人労働8、労働者の生活と家事・育
児』労働匂報社〉

23)法律文化社 198 1年

24)大見番庖 1 9 8 1年

25) 美土路達雄 編著『農民教育の基礎構造J(北大図害刊行会 1 9 8 1年)

26) GK研究所・栄久謄祥二訳 鹿島出版会 197 7 

27)社会教育研究室長として行なった調査(斜箆町・常呂町〉では、洗滋機が入る ζとによって洗濯

関数が増え、より清けつな衣服を身につけたり、冷蔵庫が入った ζとにより肉や魚を食べる

や関数が矯えるなどの生活内容の変化がみられた。

28) 宮崎礼子氏は「家庭を基盤とする『日本製福祉社会』についてJ(r r日本製福祉社会Jと家
庭経営学j百本家政学会家庭経営学部会編新評論 1 9 8 1年)において、 f社会を構成す

る基礎単位である『家庭Jの家庭管理主体li，人間の尊厳を傷つけず、より高度な人間的自由

の発展をめざしJ、家庭の生命活動の目的に向って自らの責任において努力するjとしている。
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